
種類 件数 %
自傷 2 11.1%

他害 3 16.7%

転倒 3 16.7%

誤飲 0 0.0%

その他 10 55.6%

18 #####

日にち 種類

3月26日 転倒

・ルーム内中央より、多目的室へ向かって本児
が走り出すと同時に、中央の柱付近に座ってい
た他児が足を伸ばす。本児はその足に躓き、両
膝を着き転倒する。走り出しを止められる位置
に支援員はいなかった。

・本児の両膝の外傷確認。右膝に少しの赤み及び本児
から痛みの訴え有り。アイシング（約8分間）にて症
状消失、歩行に異常なし。
・他児の足首の外傷確認→外傷なし
・保護者へ説明及び謝罪

・ルーム内では歩いて移動することを本児と確認する
・ルーム内の環境整備や利用者の動線上に人が滞在し
ないように努める。

・赤みが出ていた為、アイシングを入眠前後で計45分
程行い、腫れが無いことを確認。赤みは多少残ってし
まう。事故後、1時間半程入眠されるが、入眠後も嘔
吐やチアノーゼ症状は無し。
・保護者へ状況説明及び一緒に患部の確認、謝罪を行
う。

・おもちゃ棚の縁に緩衝材の設置
・提供票、電話の置き場所の変更

・本児がおもちゃ棚の提供票を置いている箇所
の縁におでこを頭突きするようなかたちでぶつ
けてしまう。支援員はマンツーマンでついてお
り、本児はヘッドギアを着用していた。眠さか
ら本児の機嫌が悪かったが、支援員がその原因
に気づいてあげることが出来ていなかった。ま
た、提供票や電話といった本児が求めているも
のが、おもちゃ棚付近に密集していた。

3月25日 その他

R3年3月

・噛まれた箇所の確認。赤みがあったが、アイシング
する程ではないとの本人の訴えから経過観察を行う。
・本児が落ち着くまで原因と思われる他児を本児から
離し、視覚的刺激にならないようにする。

・今後もボランティアが支援に入ることが予想され
る。その際は、事前にパニックになった利用児に対し
ての対応や近くに他児を近づかせないことなどを事前
に伝える。また、他害の恐れがある児童についても事
前に伝える

・おやつ時に他児数名がパニックになり、泣き
声を聞いた本児もおやつを食べ終えてから落ち
着かない様子が見られていた。課題の時間にな
り、職員が課題の準備やパニックになっている
児童の対応を行っている際、本児も次第にパ
ニックになり、約3メートル離れた場所で課題
準備をしていたボランティアの背中に噛み付
く。当時ボランティアは背中を本児の方に向け
て準備をしていた。

3月23日 他害

・事故直後の報告、送迎の続行、引き継ぎ連絡等対応
が全く出来ていなかった為、送迎マニュアルの見直
し。
・報連相の徹底
・直後外傷がなくとも、後日症状が現れることもある
の
で周知し経過観察。

10月20日 その他

・帰所時の送迎中、交差点左折時にダッシュ
ボード上のバインダーが落下、ハンドルに挟ま
る。ブレーキを踏むが止まりきれず、住宅の塀
に車体を擦り、停車。

R3年1月

・学校送迎の為、裏口玄関へ向かう脇道に入っ
たところで対向車のトラックを確認。すれ違い
が難しそうであった為、左側に出来るだけ車を
寄せた。その際、ガリガリと音を確認。駐車場
に停め車体を確認した所、左前バンパー外れ、
左前下部の傷、左前タイヤの後ろ側のボディの
傷を発見。タイヤに異常なく、走行可能だった
為、送迎を続行した。その後も走行に異常な
し。発生時、利用者は乗車していなかった。

・ピンポン着後、統括・管理者へ報告し車の確認
・車の物損箇所の撮影
・バンパー外れの修復

・運転技術が不十分であることを自覚し、無理な走行
はしない。
・道幅が狭いと予測される道に入る前に、対向車の
有無を確認して、対向車がいる場合は道路への侵入を
待つ。

1月21日 その他

・車内の利用者の外傷確認→外傷無し
・車や現場確認無し
・後続車有、後退せずハンドルをきり再発進
・走行確認無し（タイヤの状況により二次被害の恐
れ）
・報告なし。送迎の続行及び引き継ぎ連絡漏れ
・送迎後、同タイミングで駐車場に戻ってきたサチ職
員に報告、詳細無し。
・社屋に残っていたピンポン社員、統括に報告、詳細
無し
・統括より指示有。サチ職員と現場確認と塀の写真撮
影
・次長へ電話報告及び次長、統括と共に塀のあるご自
宅の方へ謝罪
・後日、管理者へ事故報告、謝罪。詳細無し

6月15日 その他

職員が本児と遊んでいたところ、本児に身体を
倒された状態になる。
直後、職員の左腕あたりに本児が乗っかってき
た。
左手の薬指と小指に鋭いしびれあり、本児に腕
から降りてもらう。
その後もしびれがあったためクーリングを行
う。

・左手、左腕をクーリング
・しばらく左手にしびれがあったため様子を見る
　→翌日、手の異常見られず
・他の職員が本児に対して乗らないということを口頭
で注意説明を行う。

・横になって遊ばないようにする。また、すぐに動け
る体制で支援を行う
・いたずらや体を倒す等危険な行動が見られたとき
は、しっかりと注意をする。
・他職員が注意しても行う場合は、その場から離れ
る。
・支援後、事故が多発していたため、遊び方（横にな
る、やすぐに立ち上がれない体勢での支援）について
今後決して行わないように注意。また、他職員も今回
止めに入らなかったことも原因として上げられるた
め、他職員との連携をきちんと行い、今後このような
事故が起こらないよう指導を行った。

・本児を静養室へ、他児をサチルームへ誘導し、互い
に落ち着くのを待つ
・職員に関しては、左親指の爪と皮膚の間から出血が
あったため、消毒し絆創膏で固定。
　曲げたり握ったりしても痛みは無。しびれ無。受診
せず。

・本児がパニック状態になった際、手が届かない距離
で支援を行う。
・他児を近付けないようにし、同じケースが利用者間
で起きないようにする。

・本児がパニック状態（おそらく他児の高い声
と寝起きからくる機嫌の悪さによるもの）
・その為、本児用スペースから半歩離れた場所
で様子を見ていた。（突然の飛び出し等による
衝突などが予測されるため）
　→その後、急に職員の腕を引っ張り職員の左
親指を噛む
・他児もテンション高めな様子だった。

他害5月30日

5月25日 転倒

支援員が横になっていたところ本児が支援員の
手をひっぱるもすっぽ抜けて後ろに倒れて尻も
ちをついてしまう。
痛いとの訴えあるも泣き出すことなく患部の確
認をし、その後も様子観察をする。

・患部の確認
　→臀部が赤くなっていたためアイシングをおこなう
・保護者に状況説明と謝罪

・手を引かれたら支援員も立ち上がるようにする

事故・ケガ報告
※通院の必要があったもの

事故・ケガ報告詳細
内容 対応と改善策

R2年4月1日〜R3年3月31日

・患部をアイシング
・足全体を確認するも痛がる様子見られず
・顔色も変わり見られず、その後も様子観察すると
時々つま先立ちで歩行されている時あり
・保護者に説明と謝罪

・はしゃぎすぎないようにして遊ぶ
・座るとき、横になる時は足元もひねったりしていな
いか見るようにする

本児とこちょこちょをして遊んでいた。途中、
本児と一緒に座ってこちょこちょをし職員が仰
向けになり休憩していると泣き出され右足裏を

抑える様子あり。

その他5月14日

・ぶつかった右頬を確認し、赤みがあったため、アイ
シングをする。

・最近、AさんがDVDを消す行為や、DVDの時間にソ
ファーからソファーへの走りだし、他児との衝突が多
いためDVDの時間は茶色のソファーを撤去する。
・ソファーとソファーの導線上での他児との衝突が多
いため、導線上に入らないよう他児の遊ぶスペースの
確保をする。
・急な走り出しに一人では対応できないことが多いた
め、すぐに声を出し他の支援員に知らせられるように
する。

5月11日 その他
Aさんと職員がボール遊びをしている近くでBさ
んがソファーで座って過ごしていた。
Aさんが投げたボールがBさんの顔に当たる。

・右側ほほ付近をアイシングする（5分程）
・当たった直後は声を出していたが、アイシング後は
声出しがなかったため様子を見る
・赤み、腫れ無

・ボールで遊ぶときは付近に人がいないことを確認。
　居たときは場所を変えるか遊ばないことを徹底す
る。

R2年7月

R2年4月

4月3日 他害

トイレ誘導時、近くにいた他児の首元を引っか
く。
直後、本児はその場で横になり泣き出す。
引っかかれた部位を確認すると、3本の引っか
かれた跡が赤くなっていた。

・赤みのある部位（後ろ首元）をアイシング
→30分程アイシングし、赤み消失
　本人の痛みの訴え無
・トイレ誘導前より機嫌が悪かったため、事故後は本
児の近くに支援員がつく。

・機嫌悪い時に他害（叩く、抓る、引っかく）が見ら
れることがあるため、そのような状況下では他児との
接近を避けるようにする。

・消毒をして絆創膏で保護をし、テープで固定を行う
・ご家族へ事故説明および謝罪

ソファーに横になった際、右足を見せてきた為
見ると親指の爪が割れて少し剥がれそうになっ
ていた。
割れた部分に少し出血も見られていた。
本児痛がる様子無

その他4月3日

R2年5月

5月14日 その他

DVDの時間、Aさんが茶色のソファーからTV前
のソファーに向かって走り出す。
導線を歩いていたBさんと衝突し、Bさんはその
場に転倒。
本人から「痛い」との訴え有り。右頬を確認す
ると赤みがあった。

7月29日 その他

多目的室のマット上で過ごしていた。
アンパンマンのおもちゃで遊んでいた際、ロー
リング移動でおもちゃの上に首が引っ掛かって
しまう。
※取れやすかったため、本体は端へ顔部分で支
援員と遊んでいた。

・外傷確認→赤み、腫れあり
　アイシングを行う
・保護者へ謝罪する

・アンパンマンおもちゃの本体と顔が取れやすくなっ
ているため、接着をし取れにくくする。

R2年8月

9月1日 転倒 本児が個室のソファーから立ち上がり歩行しよ
うとした際、手すりに足を引っかけ転倒する。

・外傷確認→右足首の少し上に赤みと擦れた跡が一本
縦線でみられた。
・アイシングして経過観察
　→自ら正座をしたり立ち上がる様子が見られた
　→足を引きずって歩く、痛がる、腫れるといった症
状は見られず。
　→帰所時、少し赤みが残っていた
・自宅にて本児の姉に説明および謝罪
　その後、母に電話にて状況説明および謝罪をする

・支援員の配置場所、急な立ち上がりを想定した位置
を再確認し、職員間でも共有する。

R2年9月

8月29日 その他

駐車場でシャボン玉をしていたところ、右腕に
引っかき傷が2本あるのを他職員が発見。
傷の状況より新しい傷と思われるがいつどこで
受傷したか不明。
来所後の行動より、ダンスの際に他児が本児の
手をつかみ一緒にダンスをしようとしていたの
で、その時に受傷した可能性が考えられる。
（他児の爪は伸びていた）
また、本児の爪も伸びており自分で引っかいた
可能性も考えられる。

・外傷確認→短い傷と長い傷の2本。
　赤みあり、出血なし、ミミズ腫れあり
・アイシング実施（20分間）
→短い傷は赤みが引き目立たなくなる。
　長い傷はミミズ腫れは消失したが、赤みが残る
・保護者へ状況説明（TEL)
→保護者（母）より「爪が伸びていたのは知っていた
が切る時間がなかった。自分で引っかいたのかも」と
の声がきかれる。
・帰所時、状況対応説明および謝罪

・全利用者へつめを短くしてもらうよう文書配布
（9/1～）
・他児に対し、ダンス、体操の時にお友達の手を掴ん
だりしないよう指導

R2年10月

10月9日 自傷
左足中指より出血していることに気付く。
来所時より不安定な状態が続き、あご叩き、足
の叩き付けの自傷があった。

・出血カ所の確認→自傷により爪の皮膚が割れていた
・清潔にし、カットバン、テープで保護
・保護者へ謝罪、状況説明を行う。

・パニックによる自傷行為が出た時はルームシューズ
（ソックス）をはかせ対応する。

10月9日 自傷

おやつ後、個人部屋で過ごしていた本児の様子
を見ると、唇から出血しているのを発見。
自身で噛んだような傷口になっており、本児も
気になって舌でいじっていたことで、傷が広
がっていた。
本児は特にパニック状態ということもなく、落
ち着いた状態であった。

・傷口の止血（直接圧迫）
・一度は止血するも本児が舌でいじった際に再度出血
が見られた為、保護者へ連絡し迎えと受診をお願いし
た。
・迎えの際、保護者に状況説明および謝罪を行う。

・おやつ、昼食時にはかみ合わせにも配慮して支援を
行う。
　個人部屋から飛び出してきた際のジャンプなどによ
り、前歯が刺さってしまう事も考慮出来るため、その
点も配慮（ジャンプ行動があった際、本児の口元、口
周りの確認）をしながら支援する。


